
技
術
移
転
機
関
「
Ｔ
Ｌ
Ｏ
ひ
ょ
う
ご
」
が
設
置
さ
れ
、
産
業
復
興
に
お
け
る
地
域
産
業
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
だ
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ

Ｏ
に
よ
る
支
援

被
災
者
の
生
活
再
建
を
支
援
す
る
上
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
果
た
す
役
割
も
不
可
欠
で
あ
る
。

平
成
十
年
四
月
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ザ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
活
動
支
援
拠
点
と
し
て
、「
生
活
復

興
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
プ
ラ
ザ
」
が
設
置
さ
れ
、
生
活
復
興
県
民
ネ
ッ
ト
が
事
務
局
を
担
っ
た
。
同
年
十
二
月
に
は
、
被
災
地
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
契
機
と
な
っ
て
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
）
が
施
行
さ
れ
、
県
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
が
進
ん
だ
。
平
成
十
二
年
一
月
に
は
、
官
・
民
・
学
・
企
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
市
民
の
力
で
市
民
活
動
を

支
え
る
仕
組
み
と
し
て
、「
し
み
ん
基
金
・
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
」
が
発
足
し
た
。
先
述
の
「
生
活
復
興
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
」
は
、
平

成
十
一
年
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
行
政
の
生
活
復
興
会
議
」
と
な
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
か
ら
の
被
災
地
の
生
活
復
興
に
関
す
る
提
案
を
協
議
す

る
と
い
っ
た
活
動
が
行
わ
れ
た
。

第
五
節
　
本
格
復
興
期
（
平
成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
四
月
～
平
成
十
七
年
三
月
）

　
平
成
十
二
年
一
月
十
四
日
を
も
っ
て
応
急
仮
設
住
宅
は
解
消
さ
れ
た
が
、
災
害
復
興
公
営
住
宅
で
の
生
活
支
援
が
新
た
な
課

題
と
な
り
、
継
続
し
て
様
々
な
試
み
が
続
け
ら
れ
た
。
商
店
街
・
地
場
産
業
の
復
興
も
課
題
と
な
り
、
新
た
な
支
援
策
が
講
じ

ら
れ
た
。
ま
た
、
震
災
の
教
訓
を
伝
え
る
た
め
の
試
み
や
震
災
一
〇
年
の
復
興
検
証
が
行
わ
れ
、
安
全
・
安
心
に
関
す
る
諸
機

関
の
集
積
な
ど
も
進
ん
だ
。
復
興
計
画
が
終
期
を
迎
え
、
次
な
る
フ
ェ
ー
ズ
に
向
け
て
復
興
の
推
進
体
制
な
ど
の
見
直
し
が
進
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め
ら
れ
た
。

一
　
復
興
の
仕
上
げ
を
目
指
す

復
興
計
画
の
仕
上

げ
に
向
け
た
取
組

震
災
か
ら
五
年
で
応
急
仮
設
住
宅
は
解
消
さ
れ
、
先
述
の
後
期
五
か
年
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
県
で

は
復
興
の
仕
上
げ
に
向
け
た
取
組
が
開
始
さ
れ
た
。
後
期
五
か
年
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
く
復
興
を
効

果
的
に
実
施
す
る
た
め
、
平
成
十
三
年
五
月
に
「
阪
神
・
淡
路
震
災
復
興
計
画
後
期
五
か
年
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
委
員
会
」（
委
員
長
：
端は

た
信の

ぶ
行ゆ

き
京
都
橘
女
子
大
学
文
化
政
策
学
部
教
授
）
が
設
置
さ
れ
た
。
平
成
十
四
年
度
に
は
同
委
員
会
に
よ
り
、

最
終
三
カ
年
の
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
が
な
さ
れ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
支
援
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
対
象

と
し
た
「
復
興
モ
ニ
タ
ー
調
査
」
や
「
生
活
復
興
調
査
」「
災
害
復
興
公
営
団
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
調
査
」
と
い
っ
た
大
規
模
質

問
紙
調
査
の
結
果
も
利
用
さ
れ
、
平
成
十
四
年
十
二
月
に
は
残
り
三
カ
年
で
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
事
業
な
ど
を
と
り
ま
と

め
た
「
阪
神
・
淡
路
震
災
復
興
計
画
最
終
三
か
年
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
発
表
し
た
。

復
興
の
総

括
検
証

さ
ら
に
、
震
災
発
生
か
ら
一
〇
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
復
興
事
業
の
検
証
を
行
う
た
め
、
平
成

十
五
年
八
月
に
復
興
一
〇
年
委
員
会
（
委
員
九
八
名
、オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
五
名
で
構
成
）
を
設
置
し
た
。
検
証
の
目
的
は
、

震
災
の
復
興
過
程
の
取
組
を
検
証
し
、
そ
の
結
果
や
教
訓
を
次
世
代
へ
の
提
言
と
し
て
国
内
外
に
発
信
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

検
証
の
テ
ー
マ
の
選
定
や
と
り
ま
と
め
等
に
つ
い
て
は
、
同
委
員
会
の
「
検
証
企
画
小
委
員
会
」
が
行
い
、
総
括
検
証
、
健
康

福
祉
、
社
会
・
文
化
、
産
業
雇
用
、
防
災
、
ま
ち
づ
く
り
の
六
分
野
ご
と
に
分
野
別
検
証
部
会
が
設
置
さ
れ
た
。
五
四
テ
ー
マ

に
つ
い
て
検
証
担
当
委
員
を
定
め
、
行
政
、
県
民
、
企
業
、
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
の
取
組
に
つ
い
て
、
何
が
で
き
て
何
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が
で
き
な
か
っ
た
の
か
、
な
ぜ
で
き
な
か
っ
た
の
か
と
い
っ
た
視
点
か
ら
、

復
旧
・
復
興
の
フ
ェ
ー
ズ
を
追
っ
て
総
括
的
な
検
証
が
行
わ
れ
た
。
そ
の

結
果
、
①
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
お
け
る
残
さ
れ
た
課
題
へ

の
対
応
、
②
復
興
過
程
で
生
ま
れ
た
二
一
世
紀
の
成
熟
社
会
を
支
え
る
新

た
な
仕
組
み
の
定
着
・
発
展
、
③
将
来
の
大
規
模
災
害
に
備
え
た
制
度
や

仕
組
み
の
構
築
に
関
す
る
四
五
九
項
目
の
提
言
を
含
む
膨
大
な
検
証
報
告

書
が
平
成
十
六
年
十
二
月
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

　
一
〇
年
検
証
で
は
専
門
家
の
意
見
に
加
え
て
、
市
民
の
意
見
も
反
映
す

る
た
め
平
成
十
六
年
六
月
か
ら
七
月
に
地
域
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
総
括

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
総
括
検
証
に
あ
わ
せ
て
「
指

標
等
か
ら
見
た
復
興
一
〇
年
の
成
果
収
集
分
析
調
査
報
告
書
」「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
に
よ
る
検
証
報
告
書
」「
企
業
の
防
災
・
復
興
過
程
の
取
組

等
に
つ
い
て
の
実
態
調
査
報
告
書
」
な
ど
も
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
Ｎ
Ｐ

Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
に
よ
る
検
証
で
は
、
ア
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
神
戸
、

神
戸
ま
ち
づ
く
り
研
究
所
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
神
戸
、

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
神
戸
、
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ
、
た
か
と
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
宝
塚
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
、
日
本
災
害
救
援
コ
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ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
阪
神
高
齢
者
・
障
害
者
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
被
災
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
協
働
セ
ン
タ
ー
、
ブ
レ
ー

ン
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
の
一
一
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
検

証
し
、
今
後
に
向
け
て
提
言
等
を
行
っ
て
い
る
。
検
証
の
成

果
は
、
平
成
十
七
年
一
月
に
開
催
さ
れ
た
創
造
的
復
興

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
国
連
防
災
世
界
会
議
を
通
し
て
内
外
に
発
信

さ
れ
た
。

　
神
戸
市
に
お
い
て
も
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
一
万
人
ア
ン

ケ
ー
ト
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
市
民
の
参
画
と
協
働
の
下
、
平
成
十
五
年
度
に
「
復
興
の
総
括
・
検
証
」
報
告
書
が
と

り
ま
と
め
ら
れ
、
芦
屋
市
で
も
、
ま
ち
・
人
・
く
ら
し
の
視
点
か
ら
、
十
五
年
度
よ
り
震
災
復
興
一
〇
年
の
総
括
検
証
が
行
わ

れ
た
。

　
ま
た
、
震
災
一
〇
年
市
民
検
証
研
究
会
に
よ
る
検
証
な
ど
、
様
々
な
主
体
が
一
〇
年
を
総
括
す
る
検
証
を
実
施
し
た
。

　
国
に
お
い
て
も
、
初
動
、
応
急
、
復
旧
、
復
興
の
各
段
階
に
分
け
て
、
国
、
県
、
市
町
等
の
取
組
を
整
理
し
た
「
阪
神
・
淡

路
大
震
災
総
括
・
検
証
調
査
シ
ー
ト
」
が
作
成
さ
れ
た
。
阪
神
・
淡
路
震
災
復
興
計
画
が
終
期
を
迎
え
、
県
で
は
、
平
成
十
六

年
度
末
で
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
本
部
を
廃
止
し
、
新
た
な
体
制
で
復
興
の
残
さ
れ
た
課
題
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を

進
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

写真 57　�神戸市「復興の総括・検証」（平
成 15 年度）（神戸市提供）
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二
　
本
格
復
興
期
の
諸
課
題
へ
の
対
応

高
齢
者
の

自
立
支
援

高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
は
多
種
多
様
で
あ
り
、
ま
た
時
間
経
過
と
と
も
に
変
化
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
様
々
な
担
い

手
に
よ
る
多
様
な
支
援
が
実
施
さ
れ
た
。
平
成
十
三
年
四
月
に
は
先
述
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
等
に
看
護
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
配
置
し
、
健
康
相
談
が
で
き
る
場
と
し
て
「
ま
ち
の
保
健
室
」
の
設
置
を
行
っ
た
。
ま
た
、
平
成
十
三
年
十
月

か
ら
は
、
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
で
の
Ｌ
Ｓ
Ａ
（
生
活
援
助
員
）
に
よ
る
支
援
に
加
え
、
復
興
基
金
を
利
用
し
て
災
害
復
興
公

営
住
宅
で
支
援
を
行
う
Ｓ
Ｃ
Ｓ
（
高
齢
世
帯
生
活
援
助
員
）
の
配
置
が
行
わ
れ
た
。
十
一
月
か
ら
は
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

に
向
け
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
う
交
流
事
業
を
助
成
す
る
支
援
事
業
も
開
始
さ
れ
た
。

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

や
県
外
被
災
者
へ
の
支
援

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
取
組
も
続
け
ら
れ
た
。
空
き
店
舗

が
目
立
つ
再
開
発
ビ
ル
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
た
め
、
平
成
十

二
年
四
月
に
は
家
賃
補
助
等
を
行
い
、
再
開
発
ビ
ル
の
利
用
促
進
を
図
る
「
復
興
市
街
地
再

開
発
商
業
施
設
等
入
居
促
進
事
業
」
が
開
始
さ
れ
た
。
ま
た
、
雇
用
対
策
と
し
て
は
、
平
成

十
二
年
十
月
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
起
業
支
援
と
、
そ
こ
で
の
働
き
手
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
行
う
生
き
が
い
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
た
。
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
、

清
酒
と
い
っ
た
地
場
産
業
は
震
災
以
前
か
ら
課
題
を
抱
え
て
い
た
が
、
震
災
に
よ
り
更
に
打

撃
を
受
け
、
神
戸
市
で
は
平
成
十
年
か
ら
中
小
製
造
業
者
の
本
格
的
な
復
興
を
支
援
す
る
た

め
「
復
興
支
援
工
場
」
の
建
設
を
進
め
た
。
ま
た
、
政
府
の
復
興
特
定
事
業
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
た
く
つ
の
ま
ち
な
が
た
構
想
の
核
施
設
と
な
る
「
シ
ュ
ー
ズ
プ
ラ
ザ
」
が
平
成
十
二

写真 58　シューズプラザ（神戸市提供）
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年
七
月
に
開
設
さ
れ
た
。

　
県
外
被
災
者
に
対
す
る
支
援
も
継
続
し
て
実
施
さ
れ
、
平
成
十
二
年
度
か
ら
は
専
従
の
電
話
訪
問
相
談
員
が
配
置
さ
れ
た
。

県
内
に
戻
る
意
向
を
持
つ
人
に
対
し
て
、
年
四
回
の
ペ
ー
ス
で
電
話
相
談
を
行
う
「
ひ
ょ
う
ご
カ
ム
バ
ッ
ク
コ
ー
ル
＆
メ
ー
ル

事
業
」
は
、
震
災
か
ら
二
〇
有
余
年
が
経
過
す
る
平
成
二
十
九
年
ま
で
継
続
さ
れ
た
。

創
造
的
復
興
に
資

す
る
施
設
整
備

平
成
十
二
年
に
淡
路
夢
舞
台
が
オ
ー
プ
ン
す
る
と
と
も
に
、「
淡
路
花
博
ジ
ャ
パ
ン
フ
ロ
ー
ラ
２
０
０
０
」

が
開
催
さ
れ
、
約
七
〇
〇
万
人
が
入
場
。
人
と
自
然
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
テ
ー
マ
に
、
被
災
地
の

復
興
状
況
も
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
文
化
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
平
成
十
四
年
に
県
立
美
術
館
「
芸
術
の
館
」、
十
七
年
に
県

立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
後
述
の
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
、
さ
ら
に
は
兵
庫
県
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
、

兵
庫
県
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
、
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
、
三
木
総
合
防
災
公
園
な
ど
、
こ
の
時
期
に
は
将
来
を
見
据

え
た
基
盤
施
設
の
整
備
が
進
展
し
た
。

三
　
復
興
へ
の
支
援
に
感
謝
し
教
訓
を
語
り
継
ぐ

教
訓
の
継

承
・
発
信

阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
復
興
過
程
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
を
継
承
・
発
信
す
る
た
め
、
平
成
十
四
年
に
「
阪
神
・

淡
路
大
震
災
記
念　
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
当
該
施
設
は
、
大
震
災
に
つ
い
て
学
べ

る
展
示
と
と
も
に
、
自
治
体
職
員
等
を
対
象
と
し
た
人
材
育
成
、
実
践
的
な
防
災
研
究
、
災
害
発
生
時
の
広
域
支
援
並
び
に
震

災
資
料
の
収
集
・
保
存
を
行
っ
て
い
る
（
第
二
章
第
二
節
五
参
照
）。

　
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
資
料
室
で
は
、
継
続
的
に
震
災
資
料
の
収
集
を
実
施
し
、
資
料
の
保
存
・
公
開
・
活
用
を
行
っ
て

第三章　創造的復興への軌跡

177



い
る
。
平
成
十
四
年
四
月
の
開
館
時
の
資
料
点
数
は
約
一
六
万
点
（
平
成
十
三
年
度
末
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
平
成
七

年
十
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
震
災
資
料
調
査
事
業
の
成
果
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
資
料
の
収
集
は
、

県
の
委
託
を
受
け
た
二
一
世
紀
ひ
よ
う
ご
創
造
協
会
の
「
震
災
と
そ
の
復
興
に
関
す
る
資
料
・
記
録
の
収
集
・
保
存
事
業
」
と

し
て
平
成
七
年
十
月
に
始
ま
る
。
平
成
十
年
四
月
に
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念
協
会
が
収
集
事
業
を
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
に
公

開
基
準
の
検
討
も
行
っ
た
。平
成
十
二
年
六
月
か
ら
は
二
年
間
に
わ
た
っ
て「
緊

急
地
域
雇
用
特
別
交
付
金
事
業
」
に
よ
る
大
規
模
な
震
災
資
料
調
査
事
業
が
実

施
さ
れ
、
延
べ
約
四
五
〇
人
の
調
査
員
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
や
災
害
復
興
公
営
住
宅
、

学
校
等
を
訪
問
し
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
関
わ
る
チ
ラ
シ
、
ノ
ー
ト
、
写
真
、

避
難
所
生
活
で
使
わ
れ
た
モ
ノ
等
の
収
集
を
行
っ
た
。

記
憶
の
継
承
・
伝
達
と

復
興
支
援
へ
の
感
謝

ま
た
、
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
の
成
果
や
国
内

外
か
ら
の
支
援
に
対
す
る
感
謝
の
意
を
発
信
す
る
た

め
、
平
成
十
六
年
四
月
か
ら
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
一
〇
周
年
記
念
事
業
が
行

わ
れ
た
。
大
震
災
の
「
経
験
と
教
訓
の
継
承
」「
心
か
ら
の
感
謝
」「
が
ん
ば
り

の
確
認
、
励
ま
し
」「
先
導
的
な
取
り
組
み
の
発
信
」
を
掲
げ
、
行
政
、
地
域

団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
被
災
者
な
ど
が
多
彩
な
事
業
を
展
開
し
た
。
大
震

災
か
ら
一
〇
周
年
と
な
る
平
成
十
七
年
一
月
十
七
日
に
は
、
兵
庫
県
公
館
及
び

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
一
〇
周
年
追
悼
式

表 30　阪神・淡路大震災10周年記念事業実績

区　分 事業数 参加者数
（人）

総　計 1,096

19,930,680助
成

共同企画事業 県、被災市町が実行委員
会に参画している事業

249

自主企画事業 各種団体が実施する事業 590
届　出 257
�

�

対象事業：�①犠牲者の追悼の意を表す事業、②震災の経験と教訓を継承し、発
信する事業、③支援への感謝のメッセージを発信する事業、④復興
の成果をアピールする事業、⑤参画と協働による“創造的市民社会”
づくりを促進する事業、⑥その他、10周年記念事業の趣旨に合致す
る事業

実施期間：�平成16年4月〜平成18年3月末（2年間）

�

�
� （『阪神・淡路大震災10周年記念事業記録集』を参照して作成）
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典
」
が
開
催
さ
れ
た
。
兵
庫
県
公
館
会
場
に
は
天
皇
皇
后
が
臨
席
し
た
。
平
成
十
七
年
に
は
県
条
例
で
一
月
十
七
日
を
「
ひ
ょ

う
ご
安
全
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
時
期
を
中
心
に
「
１
・
17
は
忘
れ
な
い
」
伝
え
る
、
活
か
す
、
備
え
る
取
組
が
展
開
さ
れ
て

い
る
。
同
年
に
、
震
災
一
〇
周
年
兵
庫
県
感
謝
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
全
国
の
都
道
府
県
を
訪
問
し
、
翌
十
八
年
に
は
、
震
災
復

興
支
援
へ
の
感
謝
の
意
を
込
め
て
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
や
の
じ
ぎ
く
兵
庫
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
大
震
災
か
ら
一
〇
年
で
復
興
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
を
節
目
に
残
さ
れ
た
課
題
に
対
処
し
復
興
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
第
四
編
で
取
り
上
げ
る
。
な
お
、
本
章
で
は
、
大
震
災

か
ら
の
復
興
過
程
を
概
括
す
る
と
と
も
に
、
分
野
横
断
の
取
組
を
中
心
に
記
載
し
た
。
個
別
分
野
の
具
体
的
な
取
組
に
つ
い
て

は
、
第
三
編
の
各
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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